
サーキュラ-60: 89-92， 1999 

農作業動作のファジィ静価システム

杉本光公1) 井上直人1) 浅見高明 2) 

The Fuzzy Evaluation System for Farming activity 

Mitsukimi SUGIMOTO 1 

1 )信州大学農学部食糧生産科学科

2 )筑波大学体育科学系

Naoto INOUE 1 Takaaki ASAMI 2 

1. Fuculty of Agriculture. Food Production Science. Shinshu Un
iversity 

2. Institute of Health and Sport Sciences. University of Tsukub
a 

日本体育学会測定評価専門分科会機関誌 サーキュラ-60号
【部 制】



サーキュラ-60: 89-92， 1999 

盤整件襲撃動作のファジ4警予備システム

杉本光公1) 井上直人工} 浅見高明 2) 

The Fuzzy Evaluation System for Farming activity 

Mitsukimi SUGIMOTO j Naoto INOUE 1 Takaaki ASAMI 2 

Abstract 

Now. the needs for seeking activity in the nature increase more and more with 

civilians. 百lepeople who actIve in farm are increase as leisure activity. In thεse 

farming activity. physical activity is the 0吋ectitself. But the farming activity Is heavy. 

There are many people who have injure with these activity. 50 we estab1ish the 

evaluating system for farming activity. and confirm the effectiveness. Our approach 

have th巴followingbenefit: 

1. We can estab1ish the evaluation method for farming activity. 

2. We can evaluate the fuzzy data. 

3. The system can indicate the most important point for improving. 

keywords:ファジィ推論，農作業評価，市民農園

1.はじめに
構築し，その有効性を示す.

2.方法

2. 1対象動作
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現在，都市住民の自然との触れあいを求める

要求はますます高まっている.そのため市民農

園等で，余暇時間を用いての農作業を行う人が

増加している.このような農作業では，趣味と

体力づくり等が大きな目的であるので，機械化

を行わず，主に身体を使った農作業が中心で

ある.しかし農作業はもともと重労働であり，

腰痛や膝痛等様々な樟害の原屈となる姿勢が少

なくない.そこでこのような樟害の原因を姿勢

で評価し，農作業を改善し支援するシステムを

対象動作は，耕うんにおけるくわ振り動作と

した(図 1) .これは，くわ振り動作が腰部に

かける負担が大きく，また耕うんにおいて，避

けて通ることの出来ない動作だからである.
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2. 2評艦基準

くわ振り動作において，とくに腰の屈曲動作
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題l くわ援り動作

に注自する.これは腰痛の原因の一つに渡部屈

盛時における腰椎への負荷の増大があげられる.

Nachemson 1) らは，第 3腰椎椎間板内圧の変動

を姿勢，動作に分けて測定している(図 2) 

t主}立告l:>S:1∞として書提言事

図2 姿勢や負荷と援椎関叡内圧の関係

腰部屈曲位における負担の指標となる椎跨板内

圧は，くわ掠り動作のような屈曲位での姿勢で，

負荷がかかった持に最も内圧が大きいことを示

している.図 2に示した様に姿勢と腹部への負

国3 診断パラメータ(上体角)) 

高量豊

岡〉

題4 診断パラメータ(高低差)) 

担は密接に関係している.そこで以下の点で綾

の屈曲と，負担を評価する 2)

1.腰が曲がっているか?

2. 振りが大きすぎないか?

3. 動作にばらつきがないか?

またこれらの基準を以下の入力変数で表わ

す 10)

1.腰の曲がり一ート上体角

2. 振りの大小一ートくわ先の高低差

3. 動作の変動一ート上体負の標準備差

これらの変数を用いてくわ振り動作の善し悪し

を評価する 12) 各変数をそれぞれ菌 3，図 4

に示した.
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表 l 評恒例

変数 評価伊111 評価例 2

曲がっている 曲がっている
O. 46 1. 00 

X 1 
曲がっていない 曲がっていない
O. 54 O. 00 

大きい 大きい
O. 72 1. 00 

X2  
大きくない 大きくない

O. 28 O. 00 

大きい 大きい
1. 00 1. 00 

X3  
大きくない 大きくない
O. 00 O. 00 

3.結 果

くわ振り動作を評価するために，農家と学生

のくわ振り動作のビデオ画像から，間 5 から~

7のメンバーシップ関数を定義したわ.これは

腰の屈曲度や動作の大小を表わすメンバーシッ

プ関数 11)である.また，構築した評価システ

留滋臨場

曲がってる，八 重量がっていない

図5
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評価例 3 評価例 4

曲がっている 曲がっている

O. 70 O. 00 

曲がっていない 曲がっていない

」

O. 30 1. 00 

大きい 大きい
O. 02 O. 00 

大きくない 大きくない

O. 98 1. 00 

大きい 大きい
O. 00 O. 00 

大きくない 大きくない

1. 00 
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畿小上棒角的主ぎらつ尋経持

国7. X 3のメンバーシップ関数

ムによるくわ振り動作の評舘例を示す(表 1)‘ 

評価例 1，2は学生であり，評植例 3，4は

農家の者である.どちらも現実を反映した，良

好な評価結果が得られている.また min-max合

成法 6)により，各診断例の最も重要な点を求め

ることが可能である 5，13) 

4. おわりに

本研究では農作業における腰痛や膝痛等様々

な障害の原因となる姿勢を改善するシステムを

構築しその有効性を検誌した.以下の点で有効

性が認められた.

1.農作業動作の評価を実現した

2. 暖昧性を考虚した評価が可能
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3. 最も重要な点を抽出可能

さらに，今後くわ振り動作だけでなく，他の

努定作業や草刈り作業等腰部や膝に過度の負担

がかかる姿勢の改善システムに発展させて行く

必要がある.
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